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○新しい年のスタート 

 年頭にあたりメッセージを発信します。 

 「一年の計は元旦にあり」といいます。 

 この有名な言葉は「一日の計は朝にあり」に次ぐ二の句です。 

 朝を制することが、いかに大事なのかということがわかります。 

 また「十年の計は樹を植えることにあり」と続きます。 

 そして「百年の計は子を教えることにあり」と結ばれます。 

 つまり、究極の大事は「人財育成」なのです。 

 今年も「わが学舎」の人財育成に全力を尽くします。 

 どうぞ、すくすく成長する年にしてください。 

 

○仕上げの３学期 

 今日から３学期が始まりました。 

 昔から１月は行く、２月は逃げる、３月は去るといわれます。 

 ３学期の三か月間は、あっという間の出来事です。 

 一日一日を大切に、有意義な時を過ごしましょう。 

 １年生は「先輩」になるための準備に。 

 ２年生は「最上級生」になるための準備に。 

 ３年生は「卒業の日」を迎えるための準備に。 

 それぞれに落ち着いて取り組みましょう。 

 

○安全運転を心がけよう 

 学校までの移動では私も毎日ドライバーの一人になります。 

 もちろん運転には細心の注意を払っています。 

 みなさんも自転車を運転することがあると思います。 

自転車も車両であることを決して忘れないでください。 

これは命に係わることです。 

 ルールを守り安全に努めることが何よりも大事なのです。 


